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Ｔ
地
区
は
か
つ
て
井
戸
水
が

涸
れ
て
深
刻
な
問
題
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
水
の
豊
富
な
上

の
地
区
の
良
質
な
水
源
よ
り
Ｔ

地
区
ま
で
水
を
引
き
、
各
家
庭

に
行
き
渡
る
よ
う
に
考
え
た
。

　

今
ま
で
同
和
地
区
と
葬
儀
の

時
な
ど
、
一
緒
に
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
地
区
で
あ
っ
た
が
、

水
の
問
題
で
は
ど
う
し
て
も
心

を
１
つ
に
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
、
同
和
地
区
対
策
特
別
措

置
法
の
力
を
借
り
て
、
皆
で
労

力
を
出
し
合
い
、
同
和
地
区
の

人
達
と
協
力
し
て
共
同
井
戸
を

作
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

以
後
、
同
和
問
題
に
対
す
る

理
解
も
次
第
に
深
ま
り
、
解
放

子
ど
も
会
に
は
、
Ｔ
地
区
の
小

中
学
校
生
全
員
が
参
加
し
て
同

和
教
育
を
学
ん
だ
。
子
ど
も
の

意
識
が
変
わ
り
、
大
人
も
変
わ

り
、
葬
式
の
お
参
り
に
参
加
し

た
り
、
夜
の
お
念
仏
に
全
員
で

参
加
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
の

様
に
な
っ
て
き
た
。

　

今
人
権
と
い
う
こ
と
で
、
広

い
視
点
か
ら
学
習
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
ま

で
培
っ
て
き
た
同
和
教
育
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
ま

だ
ま
だ
差
別
は
残
っ
て
い
る
限

り
、
同
和
教
育
を
根
底
に
据
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

う
。

人
権
意
識
の
向
上
を
願
っ
て

～
Ｔ
地
区
の
実
践
に
学
ぶ
～  

瑞
穂
推
進
委
員　

荻 

原 

郁 

朗

　

12
月
３
日
開
催
の
教
養
セ
ミ

ナ
ー
は
、
本
年
度
文
学
セ
ミ

ナ
ー
で
も
取
り
上
げ
た
宮
澤
賢

治
の
作
品
に
つ
い
て
「
Ｓ
Ｂ
Ｃ

ラ
ジ
オ
武
田
徹
の
つ
れ
ず
れ
散

歩
道
」
で
お
な
じ
み
の
堀
井
正

子
先
生
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

先
生
は
、
賢
治
と
最
愛
の
妹

と
し
と
の
関
係
を
「
永
訣
の
朝
」

「
松
の
針
」「
無
声
慟
哭
」
三
編

の
詩
を
紹
介
し
な
が
ら
解
説
さ

れ
ま
し
た
。

　

賢
治
の
家
は
浄
土
宗
の
系
統

の
家
で
あ
り
ま
し
た
が
、
賢
治

自
身
は
、
法
華
経
（
日
蓮
宗
）

の
世
界
こ
そ
が
本
当
の
仏
教
の

世
界
で
あ
る
と
考
え
、
父
親
に

改
宗
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
当

然
先
祖
代
々
の
宗
派
を
改
め
る

こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
賢
治
は

家
族
の
中
で
孤
立
し
た
存
在
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
家
族
の

中
で
た
っ
た
一
人
、
妹
の
と
し

だ
け
が
賢
治
の
理
解
者
で
あ
り

ま
し
た
。
賢
治
に
と
っ
て
と
し

は
、
家
族
不
和
で
家
を
出
て
い

る
最
中
で
も
、
と
し
の
病
状
悪

化
の
報
を
知
る
や
否
や
故
郷
花

巻
に
帰
郷
す
る
ほ
ど
特
別
な
存

在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

賢
治
は
、
最
愛
の
と
し
の
亡

く
な
っ
た
大
正
11
年
11
月
27
日

に
は
「
永
訣
の
朝
」「
松
の
針
」

「
無
声
慟
哭
」
の
三
編
の
詩
を

書
い
て
い
ま
す
。

　
（
賢
治
は
自
分
の
詩
を
「
詩
」

と
呼
ば
ず
、
自
分
の
心
の
中
の

動
き
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
「
心
象

ス
ケ
ッ
チ
」
と
呼
び
、
感
動
や

激
し
い
心
の
動
き
を
そ
の
場
で

文
字
に
し
て
い
た
も
の
と
言
っ

て
い
ま
す
）
そ
の
三
編
の
内
、

「
無
声
慟
哭
」
の
中
で
、
愛
す

る
妹
を
亡
く
し
て
深
い
悲
し
み

に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
感
情
と
、

法
華
経
の
宗
教
者
と
し
て
信
仰

の
力
を
信
じ
よ
う
と
す
る
心
の

葛
藤
に
悩
む
自
分
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

　

賢
治
は
、
本
当
に
良
く
詩
を

書
い
た
人
で
し
た
が
、
と
し
の

死
後
、
大
正
12
年
６
月
３
日
ま

で
一
遍
も
書
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
賢
治
の
と
し
へ
の
想
い
、

亡
く
な
っ
た
こ
と
へ
の
深
い
悲

し
み
は
、
書
か
な
か
っ
た
７
ヵ

月
の
時
間
が
物
語
っ
て
い
る
。

と
思
い
ま
す
。

　

大
正
12
年
８
月
１
日
に
賢
治

は
、
青
森
か
ら
樺
太
ま
で
教
え

子
の
職
を
探
す
た
め
旅
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
列
車
で
の
旅
の

中
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
モ
チ
ー
フ

に
書
か
れ
た
「
青
森
挽
歌
」
と

い
う
長
編
の
詩
を
紹
介
し
、
こ

の
詩
が
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
を

「
銀
河
鉄
道
へ
の
旅
」

　

堀  

井  

正  

子　

先
生

飯
山
雪
国
大
学　
教
養
セ
ミ
ナ
ー

人 権
学習シリーズ

書
く
の
き
っ
か
け
に
な
り
、
下

敷
き
に
な
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
先
生
は
、
こ
の
「
銀

河
鉄
道
の
夜
」
が
現
代
の
ク
リ

エ
イ
タ
ー
達
に
影
響
を
与
え
、

銀
河
を
巡
る
小
説
や
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
ヒ
ン
ト
を

与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
期
は
ず
れ
の
大

雪
に
見
舞
わ
れ
た
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
多
く
の
受
講
者
に

参
加
頂
き
、「
宮
澤
賢
治
の
読

み
方
、
理
解
の
仕
方
が
わ
か
っ

た
」
等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

『就業支援 -IT ﾍﾞｰｼｯｸｺｰｽ』
　NPO 法人ﾄﾞﾘｰﾑﾕﾆｵﾝでは Word,Exel の実務で役
立つ基本的な操作を習得する講座を開設いたしま
す。就職や仕事に役立てたい方ふるってお申し込み
下さい。　　　　　　　　　　　　　（６回講座）

日　　程　２月 18日、19日、25日、26日
　　　　　３月 4日、5日（各土曜日、日曜日）
時　　間　９：30～ 15：30（休憩 1時間）
参 加 料　 有　料（お問い合せ下さい）
場　　所　飯山市公民館
申込締切　２月８日（水）
定　　員　１５名（６名以上で開催）
お問合せ・お申込先
　NPO法人ﾄﾞﾘｰﾑﾕﾆｵﾝ　0269-62-2113（高橋）

後援　飯山市公民館

第２６回飯山市民芸術祭
参　加　者　募　集

　第２６回市民芸術祭を下記の日程で開催いたします。
　日頃の研鑚の成果を披露する絶好の機会です。大勢の
皆様のご参加をお待ちしております。

○開催期日及び会場
　・展示発表　４月１５日（土）、１６日（日）
　　会場：飯山市公民館・飯山市美術館
　・舞台部門　４月２３日（日）
　　会場：飯山市民会館
○申込期限　２月２８日（火）
○申 込 先　飯山市民会館
○問合せ先　飯山市民会館
　　　　　　（市民芸術祭事務局　℡ 62-3341）

【講師プロフィール】
　１９６０年７月１日北海道札幌市生まれ。
東京医科大学卒業。学生時代より雑誌など
に寄稿。その後も臨床経験を生かして社会
批評、文化批評、書評などを手掛け、現代
人の “ 心の病 ” について洞察を続けている。
専門は精神病理学だが、テレビゲ－ムなど
のサデカルチャーにも関心を持つ。新聞・
雑誌などへの連載多数

【主な著書】
　働く女の胸のウチ」「いまどきの『常識』」「＜いい子＞じや
なきやいけないの」「＜私＞の愛国心」「就職がこわい」「『心
とおなか』の相談室」「サヨナラ、あきらめられない症候群」「ぷ
ちナショナリズム症候群」「若者の法則」「『好き．』の精神分析」

「えんじえる」「心の深呼吸ができる本」「死の臨床格闘学」「多
重化するリアル～心と社会の解離論～」「本当はこわいフツウ
の人たち」「本当にやりたいこと！を見つける３３の方法」「Ｉ
ｍｉｓｓ ｍｅ．～新しい自分を見つける４２章～」「『こころ
の時代』解体新書」「ウエディング・マニアーダイアナなあな
たの心の落とし穴」「＜じぶん＞を愛するということ一私探し
と自己愛－」など多数。

飯山雪国大学文化講演会
現代の子どもや若者の
　心に何がおこっているか
講師　精神科医　帝塚山学院大学教授
　　　　          香 山 リ カ  先生

日　時　３月５日（日）
　　　　　午後２時～３時３０分
会　場　飯山市公民館
入場無料です。
大勢の皆様のお越しをお待ちしております。

はつらつ！！健康教室
　寒い冬、家の中で縮こまった体や雪かたづけで疲
れた体をリフレッシュしましょう。　（５回講座）

ヨ ガ で リ ラ ッ ク ス
　講　師　井 出 ふ み 子　先生
　第１回　２月 10 日（金）
　第２回　２月 17 日（金）

ノルディックウォーキング
　講　師　服 部 正 秋　先生
　　　　（ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞﾉﾙﾃﾞｨｯｸｳｫｰｷﾝｸﾞ公認資格者）　
　第３回　２月 28 日（火）
　第４回　３月 ７ 日（火）（野外）

　第５回　３月 14 日（火）（野外）

　ノルディックウォーキングは、フィンランド発祥の
ニュースポーツです。ポール（杖）を使用することによっ
て、間接や肩への負担を軽減し、首や肩にかけての痛
みやこりを解消する効果があり、通常のウォーキング
に比べ、４６％もエネルギー消費量が上昇したとの研
究データもあります。現在ドイツ、オーストラリアで
急速に普及し、アメリカではブームとなっています。

○時　間　午後２時～３時３０分　
○会　場　飯山市公民館　講堂
○定　員　３０名
○参加料　３００円（ﾎﾟｰﾙﾚﾝﾀﾙ代）
○申込お問い合せは飯山市公民館（℡ 62-3342）へ

（定員となり次第締め切りとさせていただきます）

「
銀
河
鉄
道
へ
の
旅
」

第２６回飯山市民芸術祭
参　加　者　募　集

『就業支援 -IT ﾍﾞｰｼｯｸｺｰｽ』


